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研究成果の概要（和文）：本研究は、最古の仏教テクスト（『スッタニパータ』の第４章）に発見された認識機
序記述（「闘諍篇」862-874）を基に、最初期から大乗期に至る諸仏典における認識機序記述の解明を行った。
「闘諍篇」において、ito-nidana-の意味を発見し、rupa、nibbana、sanna等の意味を明確にした。また、「闘
諍篇」の認識機序記述とヤージュニャヴァルキヤのアートマン、ブラフマンとの関係や、五蘊、十二支縁起との
関係を明らかにした。その他、想（サンニャー）の概念に関し、『倶舎論』、『三昧王経』、『大般涅槃経』、
『牟尼意趣荘厳』、ボン教、ジャイナ古聖典の新解釈の可能性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we have analysed the description of cognitive process found
 in the Kalahavivada-sutta of the Suttanipata (Sn 862-874) and identified the precise meaning of 
ito-nidana, rupa, nibbana, sanna, etc., in this oldest part of the Pali canon. We have also pointed 
out the correspondence of descriptive framework between the description of Kalahavivada and that of 
atman-brahman of Yajnavalkya on one hand, and that of Panca-kkhandha on the other hand. Based on 
this clarification, we have investigated the meaning of sanna in such texts as Abhidharmakosha, 
Samadhirajasutra, Mahaparinirvanasutra, Munimatalamkara, Ayaranga etc., and have proposed new 
interpretations. 

研究分野：インド仏教学
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１．研究開始当初の背景 
Suttanipāta の Aṭṭhaka、Pārāyana 両章
の古さはつとに指摘されてきたが、それが言
語（音韻、語形、語彙）・韻律においても確
認されることを、研究代表者中谷は発見した。
すなわちパーリ聖典本体は、上記両章を I 層
（前４世紀）、 Dhammapada, Sagātha- 
vagga（Saṃyutta-nikāya）等の古層韻文を
II 層（前３世紀）、その他の大部分（多くは
散文）を III 層（前２世紀）とする３層から
成ることを発見した【中谷 2003「ブッダの
魂論」『論集・古典の世界像』pp.32-50.】。 
 
２．研究の目的 
 上記古層（I層）中の Kalahavivāda-sutta
（=KvS）は、従来「縁起説の原型」【中村元
『印仏研』５】とされてきたが、後代解釈を
離れ本文に即して読むならば、実は精密な認
識記述であることが判明する。本研究は、こ
の KvS の新解釈をさらに深めるとともに、
それを基盤として後代仏典における認識記
述の見直しを行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 

KvS は、争いという行為が saññā といか
に相関するかを主、副の二種の意識系列を立
てて記述している（ここで nidāna は「原因」
ではなく「相関」であることに注意【L. Renou, 
“Connection” en védique, “cause” en 
bouddhique】参照）。主系列は表層の諸意識、
副系列はそれらを背後から制御する潜在諸
意識である。両系列の出発点に置かれる
saññā は、五蘊の一としての有漏の「想念」
ではなく（五蘊概念は I 層では未成立）、覚
者の認識も含む「認識作用」一般である。自
我意識mamatta を生む潜在的欲求である潜
熟力 papañcaがこの saññā を支配している。
saññā がその支配から脱した時に感覚 rūpa
は消える、すなわち世界が一変する。 
以上のブッダの認識論をさらに綿密に読
解するとともに、そこから出発したものとし
て、後代教理、とりわけ認識論を諸種の経論
について再検討する、という方法をとる。 
４．研究成果 
 第一に、主として KvSの精読により、潜熟
力 papañca,認識作用 saññā, 消尽 nibbāna, 
「（後述の）それと連関するもの」itonidāna-, 
意識 dhamma 等の重要概念の明確化に成功
した。Av 中では主系列の諸意識は総称して
「意識」dhamma と呼ばれ、Yājñavalkya
の我・梵 ātman・brahman がそれぞれブッ
ダの saññā・dhammaに相当することが判明
した。ブッダが我・梵の唯一性・不変性を否
認して両語を使用したことが判明し、ブッダ
の思想が Yājñavalkyaの思想の大枠（無欲望
による至福世界の獲得）を継承しつつも重要
概念を修正していることが判明した。 
 第二に、上記のブッダの認識機序記述に基
づき、後代仏教、ジャイナ教、ボン教等にお
ける「想」、「五蘊」等の概念の再検討し、新

解釈の可能性を提出した。 
例えば II 層の五蘊は、KvS の saññā を

viññāna、phassa と sātā-asāta をvedanā、
chanda と piya と行為を saññā、副系列の
すべてを sankhāra と置き換えたとも見な
し得る。五蘊は認識機序記述という視点から
再検討する余地がある。また KvS は de La 
Vallée-Poussin (Théorie des douze causes) 
以来、十二支縁起の原型とされて来たが、十
二支縁起説の起源も同じ視点から再検討し
得よう。 
さらに、十二処十八界説から、次第に存在
論的色彩を濃くして五位七十五法の教説に
至り、再び認識論的傾向を強めて「自性」を
「自相」へと言い換えた世親を経由して、直
接知覚の対象や、世俗知と悟り知の区別の議
論等の多様な認識論を展開する瑜伽行唯識
派の認識論・論理学に至るまで、出発点にあ
ったブッダの認識機序構造が、いかに継承さ
れ、変容していったかを明確にすることがよ
り正確な理解を促すことが判明した。 
また、大乗経典における悟り実現の契機と
しての saṃjñā も、悟りの契機とみなされる
ことが判明した。 
『倶舎論』、『三昧王経』、『大般涅槃経』、『牟
尼意趣荘厳』、ボン教、ジャイナ古聖典の新
解釈の可能性を指摘した。詳細は研究参画者
の発表論文を参照されたい。 
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